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1　ベウツ　氾1しみの↓望1こ∫：　　　　　　　　　　　　　2　・・ウ’ソ　荊）琶のキリスト
　ハルセローナ｝1固人蔵　　　　　　　　　　　　　　国疏ll吋洋髪術館
ご：『響野ご罫燃羅蟹奪一．、　．　　．、　　鱗蜘
3　パウツ　’荊冠のキリスト　　　　　　　　　　　　4　ベウツ　荊冠のキIlスト
　ロンドン，ナシ1ナノL・ギ・・ラリー　　　　　　　　　’．り、’し一一ヴノし笑術館
Io
／　　＼俄
越姦，＿燃　。．
5　国b「・二西洋）、術食1｛所威ノ）　荊冠のキ］］スト　　　　　　　　　6　ヴェロニカの了¶Jの画家《ヴェロニカの
　の裏面銘文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r・iiJ，1400－一一20年頃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ」ンヘン，アルテ・ヒナコテーク
リストの図像がIliしくは、荊冠の救llt　l三像（lmago　Salvatoris　Coronati）〉と呼ばるべ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きものであることはハノフスキーの論文（註20）に詳しい＝HIJち本図のキリストは長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
袖の緋衣を着川し，両手を交叉させるのではなく組んでいる点において〈エッケ・ホ
モ〉と異り，また傷痕を欠くことにおいて〈悲しみの人〉とも違うとする。
　本図の裏面には書体よりして17世紀後半から18世紀初頭までのものと思われるスペ
イン語の銘文（挿図5）が記され，その大意は次のごとくである．
　　　　本聖像は，ラ・フエブラのラ・コンセブシオン修道院に対し，同修道院の設
　　　ltt二者であり檀家であるドーニャ・レオノール・チャコーン殿がその遺言状にお
　　　き，これらの聖像を手離すことも，また他へ貸し出すこともならず，貸し出し
　　　た場合には参事会はそれらを同修道院より取り上げ，同村（ラ・ブエブラ）の
　　　聖堂へ移すことができるとの条件を付して，遺贈したものである。（註21）
　額縁表面一ド端のラテン語銘文の字体も裏面と同じと判定されるが，現在の文字の下
に占い銘文の痕跡がうすく見え，遺贈に際して寄進銘を記すと同時に，すでに消えか
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けていた表面の占銘文を拙劣になぞったものと思われる、
　バノフスキーに従えばく荊冠の救世主像〉の図像はディーリック・バウツによって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レプリカ始められ，〈悲しみの聖母〉と組み合わせた形において彼の工房で多数の模作が作ら
れた。本図もそれらの一つであるが，前記シェーネは1450年ころの制作と推定される
原画の最良の模作であると言い，ロンドンやバリ等他の作例を測る尺度としている。
しかしく荊冠の救世主〉の図像は元来〈ヴェロニカの手巾〉（播図6）に描かれる顔だ
けの荊冠のキリスト像を半身像に仕立てたものと考えられ，本図においても身体が顔
面に較べてやや小さい感じがあるのは，その本来のイコン的性格によるとともに，半
円部を付して上端を拡大した結果，一層その感じが強められるに至ったのではないか
と思われる。これと，陰影の付け方などより判定し，模作としてはロンドンやパリの
ものより若干後の，しかし極めて秀作であると考えたい（註22）。
IL　素描
ジャン＝オノレ・フラゴナール
《若い熊使い》
　18世紀後半のフランス美術を代表するジャン＝オノレ・フラゴナール（1732　1806）
に関しては，1980年春，当館において大規模な展覧会が開催された．本作品《若い熊
使い》（P．27の図版参照）もその際に出品され，その後当館が購入したものである。
　イタリア風俗を描き出したこの素描は，フラゴナールの重要な庇護者の一人アベ・
ド・サン＝ノンが1762年に出版したエッチング集『グリフォン集（Le　Recueil　de
Griffons）』中の一葉（挿図7）の下絵として用いられた。そのことから明らかなよ
うに，前述の「フラゴナール展」に出品された油彩の風俗画《洗濯女》，《木の橋》，
《かくれんぼ》（同展カタログno．25，34，54）などと共に，フラゴナールの第一次イ
タリア滞在（1756－60年）の際の見聞を示すものである。イタリア風俗を表わしたフ
ラゴナールの油彩画，素描に関しては，イタリアで直接描かれたものか，それともそ
の後に記憶をもとにして描かれたものかという問題があるが，デニス・サットンはこ
の素描について，「おそらく現実の光景を前にイタリアで制作した習作ではなく，イ
タリアでフラゴナールの心に残った諸情景が反映された綺想曲とでも呼ぶべきもので
あろう」と述べている（註23）。
　いずれにせよ本素描は，自由で漫刺としたペンの運びと淡彩によってほほえましい
情景を描き出しており，素描家としてのフラゴナールの見事な腕と，彼の風俗画家と
しての傑れた一面を示している。　　　　　　　　　　　（この項，有川治男執筆）
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7　フラゴナール《若い熊使いい　アベ・ド・サン＝ノンによる
　エッチンク’　1762年
IIL　版画
111アルフレヒト・デューラー
アダムとイヴ　（B．1）
　デューラーの1504年の銅版画としては本図（挿図8）の他に《キリスト降誕》（B．
2，挿図11）の一点が知られるのみである。しかし彼はこれらに先立つ約10年問にお
よそ30有余点の銅版画を作っており、中には《尾長猿といる聖母子》（B．42），《大版
幸福の女神　（B．77），〈fエウスタヒウス＞＞（B．57），《死者の紋章》（B．101），《牡鶏の
いる獅f‘の紋章、・（B．100）等々の佳什が含まれている。これらによって錬磨された彫
版技法の集人成を計ったのがこの《アダムとイヴ》である。充成はおそらく《降誕図》
のあとであったろう一このころ彼がすでに翌年秋からの第二次ヴェネツィア旅行を意
図していたかどうかは定かでない。しかし本図のバックの森の暗いトーンや，殊に左
端とねりこの樹の鵬鵡のIEる枝に吊りドげられた銘版のモチーフなどは，瞭かにデュ
ー ラーがホライオーロの銅版画《裸人闘争図》（挿図9）を意識していたことを示し
ており，かつて大きな影響を蒙ったこのイタリアの巨匠を通じて10年前のイタリア曾
游の想出がなかったとは，1一えない。また11三面向きの身体に側面向きの頭部をつけたア
ダムの姿勢がアホロ・ベノレヴェデーレ系統の古代彫刻（挿図10）に何らかの由来を引
くものであることもイタリアと無関係ではあるまい。
　デューラーは本図のために多くの習作素描を作ったが，特に最終素描と見傲すべき
ものがビアホント・モーガン・ライブラリー所蔵のペン描（W．333，挿図15）で，二
人を別々に描いたものを切って貼り合わせ，パックを黒く塗り潰してつなぎ目が分ら
13
8　デューラー〈：アダムとでヴ’
　匡1立西洋美術館
14
k：夢 隻
轟　li・　：1，　穐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？”v’1
∵’　　・　　　　　ノ；～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ρsご
・ 　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　．　　　　　　　N　　　　　隔“
11　デューラー　キリスト降誕》　エングレーヴ・
　　ン　グ　　1504fi・1
12　ウォーター・マー　　13　アントーニオ・ホラfオーロ、裸人闘イ∫砂ぎレ
　　ク　Meder　62　　　　エングレーヴfング　1470年頃
15
　　　　　　、　 獄
謙　獣　・”欝．∴一㌧㌔・　　　　　・’「　　　　　「’　／2・
14　《アポロ・ベルヴェデーレ〉’．　　　　　　　15　テ、1一ラー　アタムとイヴ　　素描　1504年
　　ローマ，ヴァティカン宮　　　　　　　　　 二、一ヨー7，ピアホント。モーカン・ライブラリー
　　　　　　　　　く　　　　　　・　i　．　　　　　　　　　　　　　」、燕’
　　　　　　㌧．　量＼　　　　　　　　　　 ；こ　，
　　　　　　　　　　　　A十　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、」蝉1」　1，　　＿
　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’」く
　　“　　十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　冷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、「
　　　　　　洛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 号．
16　デューラー．：・：男性人体構築iヌ12　　　　　17　デューラー．アダムt／　図16の裏面
　　ウィーン，アルペルティーナ版画素描館
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ないようにしている。それらの習作素描中には，先ず人体構築図形を表に描き，つい
でそれを裏面に透き写して肉付けを施すという手法によったものが幾つかあり，アル
ベノレティーナの一葉（W．421／422，挿図16，17）が示すごとく，本図でデューラーが
依拠したカノンはヴィトルヴィウスのものである
　またデューラーは原罪と四気質（四性論）とを結びつけるスコラ的思想に拠って，
このほの暗き楽園に住む動物の姿に四気質を象徴させている．即ち兎が多血質，猫が
胆汁質，大鹿が憂愁質，そして牡牛が粘液質であり，原罪以前のアダムとイヴは無気
質である
　当館購入の本図はもとベルリンのbL　l‘rl版画素描館（Kupferstichkabinett）から重複
品（ドゥブレット）として放出されてロンドンのH．S．　Theobald収集に入り，1910
年5月12－14目シュトゥットガルトにおけるH・G・グーテクンストの売立てに出た
もの（註24）一
　ステートはMeder　l　Ila，即ち銘版中の年り・の委女字5が初版では向きが逆になって
2と読めるものを5に直してあること（挿図9），しかしIII版以後に認められるア
　　　　　　　　　　　うろダムの左脇一ドの木の幹の洞（挿図10）や，イヴの左膝の長短四本の掻き傷の横線がな
く，またウォーターマークはM．62，すなわち牡牛の頭と花の紐み合わせであること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　を特徴とする（挿図15）lllljりはtief　und　frischでインクののりがよく，保存も極め
て良好である一
②　マルティン・ショーンガウアー
《キリスト降誕t／（B．4）
　ショーンガウアーは1453年ころ，ドイツはライン上流エルザス地方の町コルマール
の金細工師カスハール・シ・一ンガウアーのll1∫番〔かの予として生れ，1491年2月2
日ライン対岸の町ブライザ・ハでおそらくヘストのため死去した。在世は40年を越え
なかったと思われ，また生涯独身であった．デューラーが遍歴の旅中，1492年の初夏
にコルマールを訪れたとき，マノレティンは百卜数点の銅版画と，唯一の確証ある絵画
《バラ垣の聖母ア　（1473年，コルマール，聖マルティン教会堂，挿図19）の他多くの
i房画，そして未完のブライザッハ大聖堂壁画《最後の審判1＞等を残して，すでに一
年余り以前に他界していた，
　マルティンは12歳の1465年，ライフツィヒ大学の冬学期に学生として登録したが，
翌66年春にはすでに帰郷し，画家となる道を択んで，おそらく父の友人で隣人のカス
バール・イーゼンマンの許に入門したものと思われる。家業の金細工は兄カスバール
やハウルス，あるいはゲオルクが継ぎ，残る一人の兄弟ノレートヴィッヒは画家となっ
17
18　ショーンガウアーttキリスト降誕’　　国、‘肴西洋遼術館
18
19　シ・一ンガウアーパラ垣の聖母　　　20　ロヒール・ファン・デル・ウJ．イデン　、ブラーデリン祭壇画
　】473向ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【【liJ乏i’zl
　コノしマーノし，聖マノしティン教会堂　　　　ベルリン（ダーレム）絵1画館
た．しかしマルティンがドイツ最初の大銅版画家の一人となる素地は，ニエロやエン
グレーヴィングを手本あるいは見本として日常使用する金細工師の家に生れたことの
自然な発展であったに違いなく，従って，またその師を措定することは難しい。
　3ケ年の徒弟修業を終えた1469年（おそらく春）にマルティンは当時の慣行によっ
て見習職人として2ケ年間の遍歴の旅へ出たが，その道程はライン河を下ってマイン
ツ，ケルンを経，ネーデルラント地方へとられたものと思われる一tこの推定の有力な
傍証となるのが，実にこの《キリスト降誕1＞の銅版画である一
　本図は一ド端中火に記されたMSのモノグラムのMの縦線が直立していることから，
シ。一ンガウアーの銅版作品中初期におかれる10点中の一つである。そして廃屋を場
とする降誕の図柄の中で，聖母，屋根のアーチ上方の三天使，および図中右端（左も）
の石積みのモティーフは，当時ミッデルブルク（ネーデルラント）に在り，現在はベ
ルリンのダーレム美術館に置かれるロヒール・ファン・デル・ウェイデンの《ブラー
デリン祭壇画》の中央図に殆どそのまま見出だされるものである（挿図20）。即ちシ
・一ンガウアーはミッデルブルクでこの祭壇画を実見し，それを模写し，後に本図の
制作に当って上記のモティーフを借川したのであった一本図で光が左から来ているこ
19
ともシ・一ンガウアーの初期銅版画の特色であり，本図の制作年をネーデルラントよ
り帰国後間もない1471－73年に置くエドゥアルト・フレクシッヒの推定（註25）は妥
当なものと思われる。
保存は極めて良好。ウォーターマークは牡牛の頭と星で，Briquet　15068もしくは
それに近いものと思われる。
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